
男子２２歳未満 
 
準決勝戦第１試合 
 
２吉崎 晃○      崩袈裟固       ２和久田 裕人 
 (新日本製鐵・広畑)             (東レ・滋賀) 
 吉崎左組み、和久田右のケンカ組み手。吉崎は１分１３秒、難なく崩上四方

固一本勝で和久田を降す。 
 
準決勝戦第２試合 
 
初冨田 崩袈京平    袈裟固        ２岡 一太朗 
 (新日本製鐵・大分)             (新日本製鐵・広畑) 
 岡は、引分けに続く延長戦も左右のケンカ組み手を制して攻勢に試合を進め

る。防御が目立つ冨田は残り４５秒に指導１を受けて時間。判定は白旗３本上

がり、岡が決勝戦へ進出を決める。 
 
 
決勝戦 
 
２吉崎 晃        優勢勝        ２岡 一太朗 
 (新日本製鐵・広畑)              (新日本製鐵・広畑) 
 左組み手、同じチームの両者は、序盤互いに様子を窺いあう。しかし、５５秒

に吉崎に袖口注意の指導１が与えられると、これに発奮した吉崎は、奥襟を掴

み内股、払腰、袖釣込腰と攻勢に転じる。 
そして遂に 2 分５５秒、吉崎は岡の奥襟を掴むや、強引な払巻込で岡を捻り
倒して有効を奪う。その後も、地力で優る吉崎が攻勢を保ち、岡につけ入る暇

を与えず時間。一昨年第３位、昨年準優勝の吉崎が悲願の初優勝を果たす。 
 
 
 
 
 
 
 
 


